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 笹川流れ海開き安全祈願祭
　笹川流れ（ささがわながれ）は国の名勝および天然記念物に指
定されている地域で、1927年（昭和2年）指定を受けてから今
年で90周年の節目の年となります。日本百景にも選定された県
下有数の海岸景勝地でもあります。笹川流れの笹川とは集落名
（1889年まで存在した「笹川村」現村上市笹川）で、この笹川
より沖合の岩場まで潮流が見られたことが名の由来とされていま
す。去る7月2日㈰には本年度の安全を祈願して神事が執り行わ
れました。

眼鏡岩 ニタリ岩 深浦海岸

●法人会の理念
法人会は税のオピニオンリーダーとして

企業の発展を支援し
地域の振興に寄与し

国と社会の繁栄に貢献する
経営者の団体である
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署長着任のごあいさつ会長就任のあいさつ
村上税務署長　田村　英文　

公益社団法人 村上法人会
会長　今井　栄一　

　この度の人事異動で、越谷税務署副署長から、村上
税務署長を拝命いたしました田村でございます。
　私は村上市の出身で、村上税務署の勤務は22年振り
の２回目となります。署長として勤務できることを大
変うれしく思っております。前任の新保署長同様、よ
ろしくお願い申し上げます。
　公益社団法人村上法人会の皆様方には、日頃から税
務行政の円滑な運営に対しまして、格別のご理解と多
大なるご支援を賜っておりますことに、厚く御礼申し
上げます。
　村上法人会におかれましては、「税に関するオピニ
オンリーダー」として、各種研修会を多数開催された
ほか、種川の清掃活動や養護老人施設への慰問など地
域社会への貢献活動にも、ご尽力を賜っております。
　また、小学校の租税教室への講師派遣や「税に関す
る絵はがきコンクール」の募集・表彰活動を通じ、租
税教育の充実に積極的に取り組んでおられると伺って
おります。
　これも、今井会長をはじめ役員の皆様方の卓越した
リーダーシップと会員各位の熱意の賜物と、心からの
敬意を表する次第です。
　一方、平成28年11月に公布された改正消費税法では、
平成31年10月に税率10％への引き上げと軽減税率制度
を実施することとしております。
　税務署としましては、納税者の皆様が、軽減税率制
度を含む改正内容や消費税の仕組みを十分理解し、自
ら適正な申告・納付が行えるよう、制度の円滑な実施
に向けた周知・広報、相談等に着実に取り組んでいく
こととしております。
　村上法人会におかれましても、会員の皆様が同制度
を十分にご理解いただきますよう、周知・広報に加え、
説明会の企画・開催につきましても、ご協力を賜りま
すよう、お願い申し上げます。
　また、国税庁の後援事業となりました「自主点検
チェックシート」を活用した企業の税務コンプライア
ンス向上のための取組は、私どもが国税庁の使命を果
たしていくためにも有意義な取組であり、その普及・
拡大に対しまして、最大限の協力をさせていただきま
すので、重ねてお願い申し上げます。
　結びに当たりまして、公益社団法人村上法人会の
益々のご発展と会員の皆様方のご健勝、会員企業の事
業のご繁栄を祈念申し上げまして、私の着任のあいさ
つとさせていただきます。

　平成29年６月７日の通常総会に於いて会長に就任す
ることになりました。公益社団法人としてスタートし
てから５年目に入り私自身３期目となり今後２年間法
人会会員皆様のお役に立てる様法人会発展のため、会
員企業発展のために身を引き締めて頑張っていく覚悟
であります。
　就任以来、会員皆様のご協力のおかげで会員数も
569社（会員増加数県連第１位）となり、地域経済を
リードする団体となり目標であります600社達成まで
あと一歩まで来ました。
　在任期間中に達成できるように更なる努力をしたい
と思います。
　法人会目的であります正しい税知識の普及向上を積
極的に広めるためにも、多くの講演会、税務研修会の
開催（平成27年度税務研修参加率129％）等税制上の
諸問題に対して税務行政のご協力のもと、経営上の諸
問題に対する活動をより一層進めてまいりたいと思い
ます。
　また、法人会の特典でもありメリットでもあります
保険３社と共に大型保障制度推進により一層活動を支
援していきたいと思います。
　昨年度は、会員増強、税法税務研修、福利厚生制度
推進の３部門に於いて全国法人会総連合より表彰され
ました。また、今年度は、３年10億円の増収計画の推
進で累積保険料収入の伸展率が対前年度比117％（全
国441単位会中第４位）の成績により感謝状をいただ
きました。役員は元より力強い会員皆様のご協力に感
謝すると共に心よりお礼申し上げます。
　地域社会を取り巻く経営環境もより厳しい時代と
なっています。
　特に、少子高齢化のスピードと共に経営者にとって
も時代の変化に対応出来る経営能力が要求されます。
次世代の若い経営者の積極的な法人会への参加が地域
経済により大きな役割を果たし会員企業発展に繋がる
と確信しております。
　法人会では、青年部会・女性部会の社会貢献活動が
大いに評価されています。活発な活動が地域社会を変
え会社経営に大いに役立つ事と思います。積極的な参
加をいただき、会員企業が益々発展することが地域社
会の更なる発展が出来ると確信しております。
　今後とも法人会に対してご理解とご協力の程心より
お願い申し上げ就任の挨拶とさせていただきます。
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　公益社団法人に移行して第５回目の通常総会が、６
月７日、「大観荘せなみの湯」を会場に、村上税務署
長様、村上市副市長様、村上地域振興局長様ほか多数
のご来賓をお迎えして、およそ80名の出席により開催
されました。
　開会あいさつで、今井会長は、会員及び来賓に対し、
当法人会の事業活動に対するご支援、ご協力に感謝の
言葉を申し上げると共に、少子高齢化、人口減で厳し
い社会情勢だが、会の仲間を増やし、様々な情報を密
に交わしながら発展的な社会を目指したいとあいさつ
されました。

　議事に入り、理事会承認事項の「平成28年度事業報
告」「平成29年度事業計画」「平成29年度収支予算」が
報告されました。
　その後、「平成28年度決算報告」の審議に移り、満
場異議なく原案どおり可決されました。
　引き続き、来賓祝辞、表彰式と移り、優良経理担当
職員表彰として、会長から４名の方に表彰状と記念品
が授与されました。また、今期で退任されました３名
の役員の方並びに保険推進員加入促進功労者３名に対
しましても感謝状と記念品が贈られました。
　総会終了後、「戦国武将の健康法に学ぶ」と題した、
医学博士で医学ジャーナリストの植田美津恵さんの講
演会が開かれました。

　また、懇親会では、来賓、講師も参加して、会員相
互の異業種交流が行われ、大いに盛り上がりました。
　なお、総会議案書は、当法人会のホームページに掲
載していますので、ご覧願います。

通常総会開催
平成29年度 優良経理担当職員表彰受賞者

受賞者４社４名
芹　野　由理香　㈱日本建機
佐　藤　雅　博　㈱大観荘
貝　沼　泰　子　㈱村電テクニカルサービス
小　池　英　行　㈱新潟ジャムコ
（順不同・敬称略）� おめでとうございました。

退任役員功労者
大　滝　徳　蔵　大滝自動車工業㈱（副会長）
加　藤　幹　司　㈱加藤組　　　　（理　事）
竹　内　伊津子　㈲千渡里　　　　（理　事）
（順不同・敬称略）� おめでとうございました。

保険推進員加入促進功労者
渡　邉　京　子　大同生命保険㈱新潟支社
太　田　正　史　ＡＩＵ損害保険㈱新潟支店
株式会社ファミリーライフYOU
（順不同・敬称略）� おめでとうございました。

功労者表彰受賞の栄に輝く
○全法連功労者表彰受賞者
　　副会長　　大　島　康　司 氏
○県連功労者表彰受賞者
　　理　事　　加　藤　幹　司 氏
� おめでとうございました。

平成29年度　e-Tax推進表彰受賞
　　　　　　村上法人会
平成29年度　大型保障制度推進表彰受賞
　　　　　　銅賞　村上法人会
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「健康増進講演会」を開催

村上税務署職員の定期異動 平成29年７月10日付
（敬称略）

新　所　属 氏　名 旧　所　属
課･部門 職 名 局･署 課･部門 職 名

税務署長 田村　英文 越谷署 副署長
総務課 総務課長 丸山　　博 局課税第二部 資料調査一課 総括主査
総務課 総務係長 渡邉　由佳 局課税第一部 資料調査二課 国税実査官
管理運営・徴収部門 上席国税徴収官 高橋　敬二 新潟署 管理運営第一部門 上席国税徴収官
管理運営・徴収部門 国税徴収官 伊原　甲貴 局総務部 総務課 主任
個人課税部門 統括国税調査官 福島　正幸 熊谷署 個人課税第二部門 統括国税調査官
個人課税部門 上席国税調査官 鈴木　一範 三条署 個人課税第一部門 上席国税調査官
個人課税部門 事務官 山﨑　大吉 新発田署 個人課税第一部門 事務官

旧　所　属 氏　名 新　所　属
課･部門 職 名 局･署 課･部門 職 名

税務署長 新保　　智 局課税第一部 国税訟務官室 主任国税訟務官
総務課 総務課長 神山　　秀 桐生署 総務課 総務課長
総務課 総務係長 太田　純子 新津署 法人課税部門 上席国税調査官
管理運営・徴収部門 上席国税徴収官 関川由紀夫 新津署 管理運営・徴収部門 上席国税徴収官
管理運営・徴収部門 上席国税徴収官 佐藤　　茂 新潟署 徴収部門 上席国税徴収官
個人課税部門 統括国税調査官 金澤　　靖 大宮署 審理専門官（個人） 審理専門官
個人課税部門 上席国税調査官 伊藤かおり 新潟署 個人課税部門 上席国税調査官
個人課税部門 上席国税調査官 加藤　一良 高田署 個人課税部門 上席国税調査官

転入者 転出者

新規会員企業紹介
（平成28年12月１日～29年６月末現在）（順不同・敬称略）

（一社）日本スケートボーディング連盟� 佐藤　　巧　 村上
たこ正（賛助）� 髙島　正樹　 村上
（宗）西法寺� 後藤　智秀　 荒川
㈱マルイチ� 岩佐　治樹　 山北
㈲日昭製作所� 佐藤　富佳　 山北
（宗）千眼寺� 神田　秀孝　 神林
㈱コスギ� 小杉　武仁　 村上
第四銀行山北支店長（賛助）� 上石　康夫　 山北
（宗）光徳寺� 伊藤　正智　 村上

㈲夢ファームあらかわ� 三田　敏志　 荒川
㈱富樫工務所� 富樫　　淳　 朝日

青年部会

㈲千渡里� 中倉　　歩　 村上
女性部会

　平成28年度３年10億円増収計画で累積保険料収
入が対前年度伸展率部門でベスト30の中の４位に
ランクインしました。
　この功績により全法連から感謝状をいただきま
した。
　これも偏に会員皆様が保険加入にご理解いただ
いた賜物であります。心から感謝申し上げます。

福利厚生制度普及推進表彰受賞

　去る５月25日割烹かねまに於いて、支部総会後43名
の参加のもと「健康増進講演会」を開催しました。
　はじめに「HASプロジェクト」について、健康ビ
ジネス協議会常任理事の阿部徳義氏が協議会の概要と
創出すべく目標について述べ、この中でHASとは、
Happy & Healthy Aging Scene の略で、「企業の新規
事業創出のため、予め2030年（未来）の社会を想定し、
それに基づき、その時代に必要とされるものを今から
準備していく」取組みで、会員同士が情報やアイディ
アを提供・共有し、会員が「楽しむ」事の重要性につ
いて熱く語り最初の講演は終了しました。

　第２部では、同協議会コーディネーターで事務統括
の田中みさえ氏が「思いやり災害食について」講演を
行いました。はじめに「災害食の実演」（調理）を阿
部常任理事指導のもと行い、加温・煮込み自動調理の
時間を利用し、災害食の必要性と安心安全健康バラン
スについて説明が行われました。なお、今回調理した
災害食５種類については、講演会後の懇親会にて試食
が行われ、参加者からはその味に「合格点」をいただ
きました。

支部の動き 荒川支部

種田前会長とツーショット
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青年部会部会長　遠山　忠宏 　 女性部会部会長　大滝八重子 　
青年部会の動き 女性部会の動き
青年部会の活動 女性部会の活動

　この度、女性部会長を仰せつかりました大滝と申し
ます。
　法人会女性部会に入
会して12年間先輩の方 
々のもとで経験させて
頂いたことを糧に務め
させて頂き、副部会長
はじめ、理事の方々の
協力を得て頑張ってい
きたいと思います。
　先般、理事会での年
間事業計画の中で、社
会貢献活動としての施
設訪問は、一人でも多くの会員の方々に参加して頂き、
施設の方々に喜んでもらえるような事をしていきたい
と思います。
　毎年、訪問する１ヶ月前位からみんなでフラダンス
の練習をするのですが、なかなか覚えられず苦労する
こともありますが、それも楽しい時間のように思いま
す。
　もう一つの重要な活動として、今年で５回目となる
絵はがきコンクールは、多くの学校に参加して頂き、
青年部会が主催されている租税教室の効果が絵はがき
コンクールに反映されて、色々な作品が見られる事を
期待したいと思います。
　小学生の視点からの税の知識や、税の大切さを小さ
な「はがき」の中に描かれる素晴らしさを、毎年楽し
みにしております。
　先日第１回県連女性
部会連絡協議会の会議
に出席してきました。
女性部会スローガン
「わたしたち法人会女
性部会は法人会組織の
一員として、研修、交
流を通した部会員の資
質向上と社会への貢献
をめざす法人活動の充実に努めます」とみんなで唱和
をして始まりました。
　税の啓発活動、租税教育活動を主に、環境活動への
取り組みとして引き続き「いちごプロジェクト」を推
進していくとの報告がありました。皆様のご協力をお
願いいたします。村上法人会女性部会として、会員の
増強活動は、世代交代も含めて若い人たちの参加を促
していかなければいけない時期ではないかと思います。
今後、視察研修旅行やセミナ－なども理事の方々と相
談しながら提案して参りたいと思います。

村上法人会からインターネットセミナーのご案内
村上法人会のホームページから無料でセミナーがご覧いただけます。

会員ID：hj1023　パスワード：1871 100タイトル以上が無料で受講できます。

総会時就任の挨拶

絵はがきコンクール審査風景

　村上法人会青年部会は現在会員数が41名です。
　年間の事業は社会貢献活動として村上地域内の早朝
清掃（今年度は山北地区浜新保）、青年部会メイン事
業である租税教育活動（昨年実施校市内13校、本年度
も13校予定）。
　部会員スキル
アップのためのセ
ミナーの開催（昨
年は関川村長平田
大六氏の講演会を
開催）。本年は９
月22日㈮開催の第
35回県連青年部会
連絡協議会合同セミナーが村上の「夕映えの宿汐美荘」
で開催する計画で、当日は村上のうんめもん大使でも
あり、テレビでもおなじみの奥田シェフを講師に招き
「食からはじまる地域づくり」と題して講演していた
だきます。年内にはもう１回スキルアップと部会員の
交流も兼ねたセミナーも計画中です。
　全国大会への参加は本年度高知県での開催で「第31
回全国青年の集い」「部会長サミット」に参加します。
この大会では青年部会のメイン事業である租税教育活
動の全国的な取り組みを学び、本会ではどのように生
かしていくかを学び、全国の法人会青年部会長同士が
より良い法人会活発な議論を行います。
　村上法人会青年部会の役員は16名で役員会は年４回
程度開催しておりますが、業種が違う方々との交流も
あり、ある意味異業種交流会的な要素を持ち合わせて
おります。今年は役員改選後の新メンバーも加わった
中での事業運営を
実施しておりま
す。いたらない点
もあるとは思いま
すが、是非とも多
くの方々に青年部
会のご入会及び各
事業への参加をお
待ちしております。

青年部会総会

早朝清掃活動
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公益社団法人 村上法人会 支部別会員名簿
（平成29年６月末日現在）

関
川
支
部

荒
川
支
部

荒川タクシー㈱
㈱石山建設
㈲石山測量設計事務所
伊藤工業㈱
㈲上野新農業センター
㈱SHK
下越生コン建設㈱
㈲加賀屋電気
農事組合法人 上関ふぁーむ
㈲小泉屋
㈾寿荘
㈲三栄農産

㈱ジャパンインテリアシステムズ
㈲須貝工務店
㈲須貝電器
鈴木土建㈱
㈲鈴盛牧場
㈲関川自動車
関川村森林組合
公益財団法人 関川村自然環境管理公社
関川村商業㈿
㈱大藤組
高瀬温泉㈱
㈲鷹の巣館

㈲高橋建材
㈲たかゆう
㈱丈越
㈱鶴岡屋
㈲ティーエヌ
㈱中倉興業
㈲農微
㈱ハウジングワーク本田
㈲又作商店
㈱松田輪業
㈱丸勝建設
㈲丸重商店

㈱丸弥組
㈱未来カンパニー
村上信用金庫 関川支店
㈲山口ファーム
㈱ヤマサ商事
㈲山田塗装
㈲湯沢塗装
㈱わかぶな高原
㈱渡辺組
㈾渡辺塗装店
㈱渡辺燃料

今回は関川支部、荒川支部、神林支部、朝日支部、山北支部のみ掲載です。
（会員名簿掲載で不都合な方は事務局まで）

㈱あおぞら
荒川運送㈱
荒川衛生解体工業㈲
㈲荒川住宅設備
㈲荒川溶接工業
㈲伊藤自動車整備工場
㈲井上企画
㈲内山写真館
㈲下越介護サービス
㈲角中
㈱金子工務店
㈲カネニシ工業
㈲かねま鮮魚
北日本有機㈱
㈱小泉鋼業所
㈱公衛社
光洋電波㈱
㈲小島屋
㈾小林醤油店　
㈲近藤建設
㈲近藤建築工務
㈲斉藤勇石材店

（宗）西法寺
酒井電機工業㈱
㈾坂町重機工業
坂町タクシー㈱
㈲坂町薬局
坂町窯業㈱
㈲佐久間組
㈲佐藤商事
㈱サンプラス下越
㈱サンロック荒川
寺社建材㈱
㈱シバ興産
㈲鈴木業務所
㈲セーフティステーション
㈱第四銀行 坂町支店
㈲田村書店
中央建設㈱
㈱鶴岡屋

（宗）東岸寺
東洋管機㈱
㈱遠山組
㈲遠山建設

㈲遠山造園
㈲富樫
新潟県信用組合荒川町支店
新潟巧測㈱
㈱新潟第一アイビー化粧品
新潟大和㈱
㈱日建運輸
㈱日建重機
㈱日建商事
㈱日本海コンピュータシステム
㈱日本建機
㈱長谷川電気工業所
㈲羽田燃料店
㈲花立屋
㈲花のひらの
㈱ひだまり農産

（同）ビビット・P
㈲平田商会
㈲フォレストサーベイ
藤観光タクシー㈱
㈲北越モーター
北斗測量調査㈱

北陸建設㈱
㈱マツウラセイキ
まるこう食品㈱
㈲三ツ葵工業
㈱三津和
村上信用金庫 荒川支店
㈱村上トラベルサービス
㈾八百市商店
㈲八百健
㈲山口鉄工所
㈲山田コーポレーション
㈲やまたき
ヤマダホーム㈱
㈱山富
㈲夢ファームあらかわ
㈱横山商店
㈲緑環
㈱ルミナスジャパン
㈱ワイテム
㈲渡幸
渡辺鉄工㈱
㈱渡部製作所

神
林
支
部

㈲アイメック
㈱あおぞら農産
㈲阿部林業工務店
㈱石田組

㈲稲垣設備
㈲今宿
㈱インテリア　レフ
㈱ＭＫＴ

㈲大倉農園
㈱大島組
㈲にいがた人事・労務
㈲小野農機

㈲神里産業
㈲神林カントリー農園
㈱神林建設
かみはやし農業㈿
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㈱木村組
㈲木村建築
㈲久栄緑化
㈱クロス屋 尾方
㈱小池組
㈱コウデン
㈲坂上電気工事
㈲サトー重機
医療法人社団 澤田医院
㈱サンエイ

（同）ジーオリーブ

㈲志村運輸
㈲昌隆運輸

（農）しらとり
㈱新耕農産
㈱須貝開発
㈱鈴木組
㈲住吉屋

（宗）千眼寺
㈲ディライト
㈲東栄電工
とれたて野菜市かみはやし㈱

㈲ナカムラ自動車整備工場
新潟ゆうき㈱
㈱野澤高圧瓦工業所
野澤食品工業㈱
㈲パイプキッズ
㈲富士電子
北一電気㈱
北越瓦工業㈱
㈲北越興産
北越生コンクリート㈿
㈲増田製畳

㈲丸実
㈲三浦合成
㈱村上エレテック
㈱村上塗装工業
㈱山﨑農産
㈲山作
㈲やまとのうさん
㈱吉村電工
㈲ライブ北越
㈲ランオート

山
北
支
部

朝
日
支
部

（医）青木医院
㈲アンプランニング
㈱板垣組
㈱板垣ボーリング
岩佐木材㈲
㈲江口保険
㈱エメニクス
㈲大滝小太郎商店
㈲大滝食品
大滝林業㈱
㈲大滝輪店
㈱カエツハウス工業
寒川運送㈱
共同印刷㈲
㈲笹川流れ観光汽船

㈲笹川流れ夕日会館
㈱佐藤工業
㈲佐藤石材店
三桂興産㈱ 新潟工場
三桂精機㈱ 新潟工場
㈲山北衛生社
さんぽく体験交流㈽
山北タクシー㈱
山北生コン㈲
さんぽく生業の里㈽
村上市森林組合
昭和運送㈱
㈱新光
高橋工業㈱
㈲トガシ住建

㈱富樫設備
富樫木材㈲
㈲中浜観光物産
㈲中俣缶詰
新潟三桂㈱
㈲日昭製作所
㈲日本海企画
㈱日本海サービス
平方商事㈲
㈱フタバ
府屋自動車工業㈱
府屋主食配給㈽
㈲本間商事
㈱又助組
㈲松本組

㈱松山組
㈱マルイチ
㈱マルカ工業
㈱丸勝瓦
㈱丸久建築
㈲みつば
村上信用金庫 府屋支店
㈱村文建設
㈲メディア
㈱山正鮮魚
㈲ヤマジョウ本間商店
㈱ライフサポート総合保険
㈱渡辺鮮魚
第四銀行 山北支店長

㈲朝日印刷
㈱朝日工務店
㈲朝日産業食品工業
朝日相互燃料㈱
㈲五十嵐製材所
㈱石光

（宗）医泉寺
㈲板垣工務店
㈲板垣設備
㈱板垣鉄工所
㈱エスケー食品
㈱恵比須商会
㈲大田工事店
㈱大田電気
㈱大場工務店

㈲貝沼建機
㈲カツモク
㈲共同土建
㈲公衛社
㈲こどもや
㈱斎藤工業
㈱栄建設

（医）佐藤医院
㈲塩野町石油
渋谷建設㈱
㈲島田特殊土木
㈲新朝開発工業
㈲スエヒロファ－ム
㈲菅井食品
㈲寿し駒

㈱鈴木建具製作所
㈲相馬工業

（宗）大儀寺
㈲大吉亭
㈲高橋組
㈲高橋測量設計事務所
㈲高橋土建
㈱高橋塗装工業所
㈲たてこし
㈲田村製材所
㈲遠山木材
㈱富樫工務所
㈱中嶋木材
㈲ファミリーオートサイトウ
㈱北越測量

㈱本間建設
㈱本間自動車
㈱まほろば
㈱マルイ
㈱丸橋
㈲丸八建設
㈱ミトク
㈲みどり農産
村上舗材㈱
㈱柳自動車
㈲ヤマゲン水産
㈱横井組



【会社のあゆみ】
　私は現在73歳、昭和18年戦時中生まれです。
　日本は、戦後70年の間に農業化社会、工業化社会、
情報化社会と変化してきました。
　私たちの年代は、大きな変革の時代を経験した人類
史上珍しい年代だと思います。

一次産業時代（農業化社会）　日本最貧国、タイムイ
ズ自然とともに、人口増加問題、食糧不足、男尊女卑
時代、丁稚奉公制、作業動力は牛、馬でした。
　昭和41年大学卒業。昭和42年８月羽越水害にみまわ
れ、本当に無一文になってしまいました。
　私の世の中への旅立ちは母からの行商見習いからの
始まりとなりました。
　母は「コツコツ真面目に行商さえしていれば、生き
ていける」が口癖でした。一円を稼ぎ出す事の大変さ
が身に染みて感じる日々でした。

二次産業時代（工業化社会）　日本経済大国へ、タイ
ムイズマネー、工業化社会への産業構造が大きく変化、
米余り減反政策、耕作機の普及により牛は食肉へ馬は
競走馬へ、電化製品、自動車、電話が出回る。
　人々が文化生活を目指して働き、ライフスタイルが
大きく変化してきました。
　サラリーマンに憧れ、休みのとれない農家や商業は
敬遠され、嫁不足になりつつありました。
　私はこのままの日暮らしではまともな家庭を作れな
いと思い、母に反発するようになり、毎日のように母
との喧嘩が絶えなくなっていきました。
　それからの私は、自分の思い描くような仕事を遣っ
てみたいと思い自身で仕事を始めました。
　数えてみると両手に余るほどの商売に挑戦すること
になってしまいました。
　「聴いて極楽、道地獄」どの商売も一生懸命頑張っ
て遣っても、結局は信用（地盤、看板、資金）が無い
ために思うように行きません。毎日の資金繰り、そし
て人を雇用し働いて貰うことの難しさを痛感しました。
　募集しても誰も応募に来てくれる人もいません。折
角応募してくれたおばあちゃんは、自分の小遣いの足

しにでもなればと思っているくらいでした。また、若
い人は将来の夢を語り、いくら叱咤激励しても、一年、
二年も経たないうちに辞めていく状況で戦力になりま
せん。
　そして私は多くの失敗、挫折を繰り返し沢山の実学
を学ぶ事により、漸く人並みに税金を納められ、社会
貢献できる様になりましたが、今から50年前を振り返っ
てみると、今日まで時代の変化に対応してよく生き延
びてきたかと思っています。
　戦時中生まれのハングリー精神、そして１円を稼ぎ
出す事の大変さを身に染みた者として、なかなか布施
波羅密の精神にはなれません。
　そんなことで、私はゆとり世代には適応しないと思
い、平成18年63歳の時に40年勤めて貰った大滝氏に社
長の席を渡すことに決めたのです。

【今後の展望、事業展開について】
三次産業時代（情報化社会、ネット社会）　ゆとり世
代へ、タイムイズライフ、女性の時代、画一から個々
の時代、コンピューター（ＩＴ、ＡＩ）の出現により
現在の産業構造や行政のあり方、個人のライフスタイ
ルまでが急激に変化してきています。
　産業界にはＩＴ関連が益々重要になってきています。
　その上に、中小企業者は少子高齢化による労働力不
足、グローバル化等に対応しなければなりません。
　この時代の変化をチャンスとして捉え、温故知新の
精神を持ちこのネット社会の時代に対応して進歩、発
展して行きたいと思います。

【会社理念】
 ・�我々は仕事を通じて社会に貢献することを目指し、
絶えず努力を続けていく集団である

 ・�我々は我々全社員及び関係者の生活向上に努力を払
うとともに事業活動を通じて絶えず我々の視野を広
め、学び続け困難を打ち破りより豊かで大きな人間
に成長していくことを目指す

 ・�我々は相互信頼関係を大切にし社内はもちろん社外
の関係者と共に協力しあい、共通の目標を達成して
く喜びを分かち合いたい
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企業訪問 【会社の概要】
●代 表 者　代表取締役 大滝 弥一
●創　　業　昭和42年４月
●法人設立　昭和46年10月
●資 本 金　22,475,000
●従 業 員　20名
●事業内容　運送業、人材派遣業
●住　　所　〒959-3241
　　　　　　新潟県岩船郡関川村大島1071番地
　　　　　　TEL 0254-64-0022　FAX 0254-64-0324
●Ｕ Ｒ Ｌ　http://www.ni-hikkoshi.jp/

㈱ヤマサ商事

会長　佐藤 勝利
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役職名 氏　 名 法 人 名 支部名
会　長 今　井　栄　一 ㈱大進建設 村　上
副会長 三　原　　　栄 ㈲三栄農産 関　川
同 佐　藤　　　巧 新潟巧測㈱ 荒　川
同 大　島　康　司 ㈱大島組 神　林
同 大　滝　愼　一 村上信用金庫 村　上
同 尾　崎　克　博 ㈱大観荘 村　上
同 渋　谷　　　浩 渋谷建設㈱ 朝　日
同 板　垣　正　徳 ㈱板垣ボーリング 山　北
理　事 佐　藤　勝　利 ㈱ヤマサ商事 関　川
同 渡　邉　英　一 荒川タクシー㈱ 関　川
同 山　田　俊治郎 ㈲やまたき 荒　川
同 小　川　錠　吉 ㈱マツウラセイキ 荒　川
同 山　田　泰　三 (資)坂町重機工業 荒　川
同 板　垣　一　夫 北越瓦工業㈱ 神　林
同 坂　上　孝　雄 ㈲坂上電気工事 神　林
同 村　山　　　智 大洋酒造㈱ 村　上
同 伴　田　　　宏 ㈱又　上 村　上
同 小　田　佐千栄 ㈱加藤組 村　上

役職名 氏　 名 法 人 名 支部名
同 貝　沼　誠　司 ㈲大吉亭 朝　日
同 本　間　　　敦 ㈱横井組 朝　日
同 大　滝　秀　夫 ㈲大滝小太郎商店 山　北
同 本　間　義　人 府屋自動車工業㈱ 山　北
同 遠　山　忠　宏 ㈱開　成 村　上
同 大　滝　八重子 大滝自動車工業㈱ 村　上
監  事 佐　藤　元　平 ユニウッド㈱ 村　上
同 渡　邉　　　明 ㈱わら竹 村　上

（平成29年６月7日選任）～敬称略～　

公益社団法人村上法人会役員名簿

「関東信越国税局 文書照会センター」のご案内
　関東信越国税局では、平成29年７月から、従来、各税務署が行っていた文書照会等の事務の一部について、「関
東信越国税局 文書照会センター」（以下「文書照会センター」といいます。）において集中処理しています。
　文書照会センターにおける事務の概要は次のとおりですので、ご理解とご協力をお願いいたします。

項　　　目 内　　　　　　容　　　　　　等

名 称 等

名　称：関東信越国税局　文書照会センター
所在地：埼玉県さいたま市中央区新都心１番地１
　　　　さいたま新都心合同庁舎１号館
電　話：０５７０－００５９０１（全国一律市内通話料金）
　※　受付時間：平日　午前９時～午後５時
　〔携帯電話・ＰＨＳでご利用の場合は、通常の通話料金になります。また、ＩＰ電話ではご利用いただけない場合があります。〕

事務の内容

１　照会文書の発送
　○　照会文書を文書照会センターから発送します。
　○�　照会文書に対する問合せ先及び回答書の提出先は、文書照会セン夕ーとなります（ただし、申告書や届出書など、
照会文書の回答書以外の提出先は所轄税務署となります。）。

２　電話照会
　○�　回答期限までにご回答をいただけなかった場合などには、文書照会センターから、電話による問合せをさせて
いただくことがあります。

対象税務署 関東信越国税局管内　全63税務署

日　　時　平成29年10月26日㈭～27日㈮
視 察 先　�さいたま市
　　　　　独立行政法人 造幣局さいたま支局ほか
宿 泊 先　伊香保温泉　ホテル松本楼
研修会費　36,000円（会員以外 41,000円）

◆法人会視察研修旅行のご案内◆

総 合 建 設 業

代表取締役　石　山　清　子
〒959-3221 岩船郡関川村大字下川口594-1
TEL（0254）64-2560　FAX（0254）64-2479

 部品の
加工から組立まで

一貫生産
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平成29年８月法　人　会　だ　よ　り第55号（ 10 ）

平成28年度正味財産増減計算書　平成28年４月１日から平成29年３月31日まで
単位：円

科　　　　目 当年度 前年度 増減 備　　考
Ⅰ　　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　（１）経常収益
　基本財産運用益 1,000 1,253 △ 253
　　基本財産受取利息 1,000 1,253 △ 253 基本財産利息収入
　特定資産運用益 11 14 △ 3
　　特定資産受取利息 11 14 △ 3 特定積立金利息収入
　受取会費 4,833,500 4,846,000 △ 12,500
　　正会員受取会費 4,809,500 4,819,000 △ 9,500 一般会費収入
　　賛助会員受取会費 24,000 27,000 △ 3,000
　事業収益 2,429,000 2,600,000 △ 171,000
　　会員親睦事業収益 1,724,000 1,898,000 △ 174,000 懇親会等会費収入
　　青年・女性部会事業収益 585,000 582,000 3,000 青年・女性部会会費収入
　　広報事業収益 120,000 120,000 0 会報広告料収入
　受取補助金等 4,711,300 4,728,500 △ 17,200
　　受取全法連助成金振替額 3,441,300 3,443,500 △ 2,200 全法連助成金（A）
　　受取全法連助成金 150,000 150,000 0 全法連助成金（Ｂ）
　　受取全法連補助金 0 15,000 △ 15,000 全法連補助金（Ｂ）会員増強支援
　　受取県連補助金 1,120,000 1,120,000 0 県連補助金（Ｂ）
　雑収益 698,109 207,106 491,003
　　受取利息 36 630 △ 594 受取利息収入
　　雑収益 698,073 206,476 491,597 雑収入
　経常収益計（A） 12,672,920 12,382,873 290,047
　（２）経常費用
　事業費 10,674,327 9,774,441 899,886
　（税に関する研修会事業） 276,765 317,702 △ 40,937
　　会場費 133,753 160,326 △ 26,573
　　資料費 10,668 24,970 △ 14,302
　　諸謝金 0 38,000 △ 38,000
　　印刷製本費 23,760 26,460 △ 2,700
　　委託費 58,320 58,320 0
　　消耗品費 23,528 1,804 21,724
　　通信運搬費 26,736 3,772 22,964
　　委員会費 0 4,050 △ 4,050
　（税法税務に関する教材作成配布事業） 58,208 39,540 18,668
　　資料費 0 0 0
　　通信運搬費 58,208 39,540 18,668
　（租税教育事業） 173,620 158,783 14,837
　　会場費 1,790 2,090 △ 300
　　印刷製本費 63,708 55,651 8,057
　　通信運搬費 1,402 1,596 △ 194
　　消耗品費 87,819 72,831 14,988
　　支払負担金 7,000 18,000 △ 11,000
　　委員会費 11,901 8,615 3,286
　（税の広報事業） 240,357 306,011 △ 65,654
　　会場費 0 0 0
　　印刷製本費 16,200 81,648 △ 65,448
　　委託費 30,900 30,900 0
　　新聞掲載費 55,400 55,400 0
　　通信運搬費 18,285 18,832 △ 547
　　消耗品費 34,112 33,763 349
　　支払負担金 85,000 85,000 0
　　委員会費 460 468 △ 8
　（会報発行事業） 313,203 370,031 △ 56,828
　　会報作成費 273,240 295,920 △ 22,680
　　通信運搬費 39,963 74,111 △ 34,148
　（税制改正提言事業） 3,714 3,214 500
　　調査研究費 3,714 3,214 500
　　委員会費 0 0 0
　（地域社会経営支援研修事業） 276,897 130,935 145,962
　　会場費 96,250 47,915 48,335
　　資料費 1,527 1,000 527
　　諸謝金 86,157 10,000 76,157
　　委託費 58,320 58,320 0
　　支払負担金 12,000 11,000 1,000
　　印刷製本費 0 2,700 △ 2,700
　　通信運搬費 22,643 0 22,643
　（地域社会の経済経営に関する教材作成配布事業） 0 18,831 △ 18,831
　　資料費 0 0 0
　　通信運搬費 0 18,831 △ 18,831
　（地域社会貢献活動事業） 230,535 168,386 62,149
　　会場費 50,333 23,750 26,583
　　通信運搬費 246 2,390 △ 2,144
　　消耗品費 45,344 38,403 6,941
　　諸謝金 129,653 98,003 31,650
　　印刷製本費 4,344 1,790 2,554

単位：円
科　　　　目 当年度 前年度 増減 備　　考

　　委員会費 615 4,050 △ 3,435
　（会員支援事業） 41,984 49,818 △ 7,834
　　会員表彰事業費 37,824 49,351 △ 11,527
　　委員会費 4,160 467 3,693
　（組織基盤強化のための支援事業） 149,457 79,833 69,624
　　会員増強推進費 133,840 60,242 73,598
　　通信運搬費 492 1,756 △ 1,264
　　委員会費 15,125 17,835 △ 2,710
　（会員交流事業） 1,922,356 1,997,622 △ 75,266
　　会員交流費 1,922,356 1,997,622 △ 75,266
　（会員の福利厚生制度推進に関する事業） 47,364 61,599 △ 14,235
　　福利厚生事業費 47,364 56,244 △ 8,880
　　委員会費 0 5,355 △ 5,355
　（管理費のうち事業費配賦額） 6,939,867 6,072,136 867,731
　　給料手当 4,823,723 4,004,113 819,610
　　福利厚生費 1,064,622 990,337 74,285
　　旅費交通費 419,403 299,691 119,712
　　通信運搬費 167,559 176,772 △ 9,213
　　消耗什器備品費 33,102 0 33,102
　　消耗品費 41,589 143,646 △ 102,057
　　印刷製本費 11,754 63,864 △ 52,110
　　賃借料 258,000 249,000 9,000
　　租税公課 344 996 △ 652
　　支払負担金 83,400 81,900 1,500 県連会費
　　支払手数料 35,184 61,817 △ 26,633
　　雑費 1,187 0 1,187
　管理費 1,831,446 2,120,479 △ 289,033
　　給料手当 785,257 820,119 △ 34,862
　　福利厚生費 173,311 202,840 △ 29,529
　　渉外慶弔費 20,000 60,000 △ 40,000
　　表彰費 0 18,576 △ 18,576
　　会議費 395,276 544,986 △ 149,710
　　　総会費 240,731 324,326 △ 83,595
　　　役員会費 131,625 138,365 △ 6,740
　　　その他会議費 22,000 81,835 △ 59,835
　　　委員会費 920 460 460
　　旅費交通費 68,275 61,383 6,892
　　通信運搬費 27,277 36,207 △ 8,930
　　消耗什器備品費 5,389 0 5,389
　　消耗品費 6,770 29,422 △ 22,652
　　印刷製本費 1,914 13,081 △ 11,167
　　賃借料 42,000 51,000 △ 9,000
　　事務委託費 250,000 250,000 0
　　租税公課 56 204 △ 148
　　支払負担金 20,000 20,000 0
　　支払寄付金 30,000 0 30,000 糸魚川火災復興支援金
　　支払手数料 5,728 12,661 △ 6,933
　　雑費 193 0 193
　経常費用計（B） 12,505,773 11,894,920 610,853
　当期経常増減額（AｰB） 167,147 487,953 △ 320,806

　２．経常外増減の部
　（１）経常外収益
　　固定資産売却益
　　固定資産受増益
　経常外収益計 0 0 0
　（２）経常外費用
　　固定資産売却損
　　固定資産除却損
　　災害損失
　経常外費用計 0 0 0
　　当期経常外増減額 0 0 0
　　税引前当期一般正味財産増減額 167,147 487,953 △ 320,806
　　法人税、法人県民税、法人市民税 0 0 0
　　当期一般正味財産増減額 167,147 487,953 △ 320,806
　　一般正味財産期首残高 6,889,521 6,401,568 487,953
　　一般正味財産期末残高 7,056,668 6,889,521 167,147
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　受取補助金等 3,441,300 3,443,500 △ 2,200
　　　受取全法連助成金 3,441,300 3,443,500 △ 2,200
　　一般正味財産への振替額 △ 3,441,300 △ 3,443,500 2,200
　　　一般正味財産への振替額 △ 3,441,300 △ 3,443,500 2,200
　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0
　　　指定正味財産期首残高 0 0 0
　　　指定正味財産期末残高 0 0 0
Ⅲ　正味財産期末残高 7,056,668 6,889,521 167,147

㈲ 稲 垣 設 備
〒959－3414
新潟県村上市有明929番地10
TEL （0254）６６－５３２９
FAX （0254）６６－６３３６

暮らしを包む段ボール

羽越パッケージ株式会社
〒959-3404 新 潟 県 村 上 市 山 屋 1 7 3 5 － 1

TEL（0254）６ ６ － ７ ０ ８ ７
FAX（0254）６ ６ － ５ ６ ０ ７
Eメール／uetsupkl@crux.ocn.ne.jp



平成29年８月 法　人　会　だ　よ　り 第55号（ 11 ）

平成29年度収支予算書（損益計算ベース）平成29年４月１日から平成30年３月31日まで
単位：円

科　　　　目 当年度 前年度 増減 備　　考
Ⅰ　　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　（１）経常収益
　基本財産運用益 1,000 800 200
　　基本財産受取利息 1,000 800 200 基本財産利息収入
　特定資産運用益 15 10 5
　　特定資産受取利息 15 10 5 特定積立金利息収入
　受取会費 4,847,000 4,800,000 47,000
　　正会員受取会費 4,826,000 4,779,000 47,000 一般会費収入
　　賛助会員受取会費 21,000 21,000 0
　事業収益 1,888,000 1,640,000 248,000
　　会員親睦事業収益 1,150,000 950,000 200,000 懇親会等会費収入
　　青年・女性部会事業収益 588,000 570,000 18,000 青年・女性部会会費収入
　　広報事業収益 150,000 120,000 30,000 会報広告料収入
　受取補助金等 4,780,900 4,711,300 69,600
　　受取全法連助成金振替額（A） 3,560,900 3,441,300 119,600 全法連助成金（Ａ）
　　受取全法連助成金（B） 150,000 150,000 0 全法連助成金（Ｂ）
　　受取県連補助金（B） 1,070,000 1,120,000 △ 50,000 県連補助金（Ｂ）
　雑収益 210,500 200,200 10,300
　　受取利息 500 200 300 受取利息収入
　　雑収益 210,000 200,000 10,000 雑収入
　経常収益計（A） 11,727,415 11,352,310 375,105
　（２）経常費用
　事業費 9,798,960 9,276,300 522,660
　（税に関する研修会事業） 124,320 150,700 △ 26,380
　　会場費 30,000 30,000 0
　　資料費 3,000 3,000 0
　　諸謝金 20,000 20,000 0
　　印刷製本費 3,000 3,000 0
　　委託費 58,320 56,700 1,620
　　消耗品費 2,000 2,000 0
　　通信運搬費 5,000 35,000 △ 30,000
　　委員会費 3,000 1,000 2,000
　（税法税務に関する教材作成配布事業） 19,000 19,000 0
　　資料費 1,000 1,000 0
　　通信運搬費 18,000 18,000 0
　（租税教育事業） 163,000 151,000 12,000
　　会場費 3,000 10,000 △ 7,000
　　印刷製本費 50,000 50,000 0
　　通信運搬費 3,000 5,000 △ 2,000
　　消耗品費 75,000 50,000 25,000
　　支払負担金 24,000 28,000 △ 4,000
　　委員会費 8,000 8,000 0
　（税の広報事業） 195,300 193,100 2,200
　　会場費 3,000 5,000 △ 2,000
　　印刷製本費 5,000 3,000 2,000
　　委託費 30,900 30,900 0
　　新聞掲載費 55,400 55,200 200
　　通信運搬費 5,000 5,000 0
　　消耗品費 10,000 8,000 2,000
　　支払負担金 85,000 85,000 0
　　委員会費 1,000 1,000 0
　（会報発行事業） 410,000 330,000 80,000
　　会報作成費 335,000 250,000 85,000
　　通信運搬費 75,000 80,000 △ 5,000
　（税制改正提言事業） 10,000 7,000 3,000
　　調査研究費 9,000 6,000 3,000
　　委員会費 1,000 1,000 0
　（地域社会経営支援研修事業） 197,320 228,700 △ 31,380
　　会場費 50,000 45,000 5,000
　　資料費 3,000 3,000 0
　　諸謝金 60,000 80,000 △ 20,000
　　委託費 58,320 56,700 1,620
　　支払負担金 20,000 16,000 4,000
　　印刷製本費 3,000 10,000 △ 7,000
　　通信運搬費 3,000 18,000 △ 15,000
　（地域社会の経済経営に関する教材作成配布事業） 17,000 21,000 △ 4,000
　　資料費 2,000 3,000 △ 1,000
　　通信運搬費 15,000 18,000 △ 3,000
　（地域社会貢献活動事業） 172,000 207,000 △ 35,000
　　会場費 25,000 30,000 △ 5,000
　　通信運搬費 3,000 18,000 △ 15,000
　　消耗品費 38,000 48,000 △ 10,000
　　諸謝金 100,000 100,000 0
　　印刷製本費 3,000 8,000 △ 5,000
　　委員会費 3,000 3,000 0

単位：円
科　　　　目 当年度 前年度 増減 備　　考

　（組織基盤強化のための支援事業） 320,000 255,000 65,000
　　会員増強推進費 300,000 200,000 100,000
　　通信運搬費 5,000 30,000 △ 25,000
　　委員会費 15,000 25,000 △ 10,000
　（会員支援事業） 27,000 55,000 △ 28,000
　　会員表彰事業費 25,000 50,000 △ 25,000
　　委員会費 2,000 5,000 △ 3,000
　（会員交流事業） 1,180,000 980,000 200,000
　　会員交流費 1,180,000 980,000 200,000
　（会員の福利厚生制度推進に関する事業） 35,000 35,000 0
　　福利厚生事業費 30,000 30,000 0
　　委員会費 5,000 5,000 0
　（管理費のうち事業費配賦額） 6,929,020 6,643,800 285,220
　　給料手当 4,868,460 4,755,240 113,220
　　福利厚生費 1,075,000 1,008,000 67,000
　　旅費交通費 387,000 294,000 93,000
　　通信運搬費 86,000 42,000 44,000
　　消耗什器備品費 43,000 42,000 1,000
　　消耗品費 68,800 67,200 1,600
　　印刷製本費 68,800 67,200 1,600
　　賃借料 258,000 252,000 6,000
　　租税公課 860 840 20
　　支払負担金 0 83,400 △ 83,400
　　支払手数料 68,800 29,400 39,400
　　雑費 4,300 2,520 1,780
　管理費 1,915,880 1,999,600 △ 83,720
　　給料手当 792,540 905,760 △ 113,220
　　福利厚生費 175,000 192,000 △ 17,000
　　渉外慶弔費 50,000 50,000 0
　　表彰費 20,000 30,000 △ 10,000
　　会議費 363,000 400,000 △ 37,000
　　　総会費 250,000 250,000 0
　　　役員会費 80,000 80,000 0
　　　その他会議費 30,000 60,000 △ 30,000
　　　委員会 3,000 10,000 △ 7,000
　　旅費交通費 63,000 56,000 7,000
　　通信運搬費 14,000 8,000 6,000
　　消耗什器備品費 7,000 8,000 △ 1,000
　　消耗品費 11,200 12,800 △ 1,600
　　印刷製本費 11,200 12,800 △ 1,600
　　賃借料 42,000 48,000 △ 6,000
　　事務委託費 250,000 250,000 0
　　租税公課 140 160 △ 20
　　諸会費 104,900 0 104,900 県連会費他
　　支払負担金 0 20,000 △ 20,000
　　支払手数料 11,200 5,600 5,600
　　雑費 700 480 220
　経常費用計（B） 11,714,840 11,275,900 438,940
　当期経常増減額（AｰB） 12,575 76,410 △ 63,835

　２．経常外増減の部
　（１）経常外収益
　　固定資産売却益
　　固定資産受増益
　経常外収益計 0 0 0
　（２）経常外費用
　　固定資産売却損
　　固定資産除却損
　　災害損失
　経常外費用計 0 0 0
　　当期経常外増減額 0 0 0
　　税引前当期一般正味財産増減額 12,575 76,410 △ 63,835
　　法人税、法人県民税、法人市民税 0 0 0
　　当期一般正味財産増減額 12,575 76,410 △ 63,835
　　一般正味財産期首残高 7,056,668 6,980,258 76,410
　　一般正味財産期末残高 7,069,243 7,056,668 12,575
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　受取補助金等 3,560,900 3,441,300 119,600
　　　受取全法連助成金 3,560,900 3,441,300 119,600
　　一般正味財産への振替額 △ 3,560,900 △ 3,441,300 △ 119,600
　　　一般正味財産への振替額 △ 3,560,900 △ 3,441,300 △ 119,600
　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0
　　　指定正味財産期首残高 0 0 0
　　　指定正味財産期末残高 0 0 0
Ⅲ　正味財産期末残高 7,069,243 7,056,668 12,575

【朝日給油所】 村上市早稲田54-2	 TEL（0254）73－1061　FAX（0254）73－1550
【猿沢給油所】 村上市猿沢674	 TEL（0254）72－1210
【管　工　部】 村上市早稲田54-2	 TEL（0254）73－1335　FAX（0254）73－1550

朝日相互燃料株式会社 〒959-3665
新潟県村上市桑川９７５－４４
事務所　TEL 0254-79-2154　 FAX 0254-79-2357
発着所　TEL 0254-79-2343 
http://sasagawanagare.co.jp/
（申し込み・ご予約・お問合せ）

潮風とカモメに会える船旅
有限会社

ガソリン･灯油は
が、モットーの当店へ安心安全

水のトラブルもお任せ下さい



平成29年８月法　人　会　だ　よ　り第55号（ 12 ）

新潟支社 〒950-0088　新潟県新潟市中央区万代4-4-27 新潟テレコムビル4F

AF法推-2016-0054-1707010 8月4日


